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トイレがお掃除してくれる「スゴ技洗浄」

極みトリプル水流
3方向の水流で便器鉢内の汚れを

強力に洗い流します。

シャッタークリーニング
使用後にノズルシャッターを

水道水で洗います。

泡クリーン
毎日泡で洗って、

便器鉢内をキレイに保ちます。

　令和６年８月３日（土）、石川県金沢市のＡＮＡク

ラウンプラザホテル金沢にて全管連青年部協議会第

28回通常総会並びに研修会、懇親会が開催されました。

　総会にご臨席いただいた金沢市 村山市長より祝辞を

いただいた後、第 28 回通常総会は長田理事（横浜）

の司会で開会し、廣田会長の挨拶があり、その後、臼

谷理事（北海道）が議長に就任して、スムーズな議事

進行のもとで第１号議案から第５号議案までが全て滞

りなく可決されました。また役員補充選挙については、

各地域の役員変更に伴い、２名の新理事（秋田・渡部、

長崎市・穐山の各位）の選出となりました。

第28回通常総会　金沢総会を開催

記後

集編
　今年度は石川県金沢の地で全管連青年部協議会の総会を開催出来た事を感謝するとともに、地元石川県の青年
部の皆様には準備から当日運営まで本当にありがとうございました。
　今年１月の震災の影響で通常の生活を取り戻すまでにはまだまだ時間がかかりますが、全国の仲間の繋がりを活か
してこれからも積極的に復興支援を行なっていきたいと思いますので、引き続き皆様方のご協力を宜しくお願いいたし
ます。 総務部会長　増田　喬歳（埼玉）

　７月 18 日に島根県松江市の島根県立産業交流会館

において全管連第 64 回通常総会・全国大会が開催さ

れました。

　全管連青年部からは、廣田会長（宇都宮）、安宅総括副

会長（高知）、木村事業副部会長（愛媛）、開田理事（広島）

が参加し、青年部のブースも出展させていただきまし

た。全国大会の中では青年部の時間を頂戴し、限りある

時間で青年部の事業報告と PRを行いました。

　懇親会においては、開催地組合北野理事長、藤川会長

の挨拶とご来賓から祝辞を頂き、乾杯のご発声となりま

通常総会全景

挨拶する廣田会長

青年部による壇上でのご挨拶

青年部ブース

藤川全管連会長

した。と同時に、青年部協議会としても、今年８月に金沢

市で総会を開催するにあたり、金沢市をはじめ北信越ブ

ロックの皆様へご挨拶、賛助会員へも、日頃より青年部

協議会への御協力の御礼もさせていただきました。

　今後も青年部協議会として、親会の皆様の温かいご

支援をいただきながら、担い手問題等々の事業の議題

を考えていきたいと感じました。今回の総会を機会に、

松江青年部の方々、山口県宇部市の若手の方々ともお

会い出来、有意義な時間を過ごすことが出来ましたの

で、御礼申し上げます。

　この全管連総会での青年部 PR 事業の時間は非常に

貴重な時間であり、親組合に感謝するとともに、今後も

未加入地域の組合青年部で興味や加入の検討を頂けれ

ば是非ともお声掛けを頂きますようお願いします。
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全管連・第64回通常総会（松江）において事業報告を実施
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会長（高知）、木村事業副部会長（愛媛）、開田理事（広島）

が参加し、青年部のブースも出展させていただきまし

た。全国大会の中では青年部の時間を頂戴し、限りある
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　懇親会においては、開催地組合北野理事長、藤川会長

の挨拶とご来賓から祝辞を頂き、乾杯のご発声となりま

　総会終了後の研修会で

は、㈱ＫＣＯ代表取締役 

中西宏一氏に「建設業界

で利益を上げる方法」を

テーマにご講演いただき

ました。

　懇親会では、金沢芸妓

のお出迎えの催しから始

まり、石川県青年部会の内堀部会長の開会挨拶では「石

川はこの一年間、本当に色々なことがありましたが、

今日と言う日を迎える事ができたことを大変喜ばしく

感じております。」と大会への熱い思いが語られまし

た。そして廣田会長挨拶では、「青年部世代が様々な

経験を積み、幅広い知識やネットワークを構築して、

関連産業の方々と手を携えて課題解決に取り組んでい

く事も重要と考えている。今後も青年部協議会を応援

していただけると幸いです。」と述べられました。次

に全管連 藤川会長から青年部への熱い思いの祝辞をい

ただき、ご列席頂いた来賓の方々の紹介の後、石川県 

北川理事長による乾杯で祝宴がスタートしました。

　海の幸・山の幸を活かした料理の数々の金沢グルメ

を堪能しながら大いに盛り上がって時間が過ぎていく

中、公務により懇親会中盤からご臨席いただいた石川

県　馳県知事より祝辞もいただきました。そして定番

となった「バトンタッチセレモニー」では、名古屋へ

黄金のパイレンが手渡され、石川の想いが名古屋へと

伝えられました。

　懇親会の最後は、安宅総括副会長（高知）の締めの

挨拶で閉会となりました。

　本総会開催を通じて石川県青年部の団結力の強さを

改めて感じました。この組織力を全国へと発展させて

いきたいと思っております。お忙しい中ご列席頂いた

来賓の方々、全国から石川の地に来ていただいた青年

部会員の皆様にお礼を申し上げます。また、本総会に

取り組んでいただいた石川県青年部の皆様、心より感

謝致します。本当にお疲れ様でした。そして今後とも

どうぞ宜しくお願い致します。

石川県管工事協同組合青年部会

吉﨑　剛（全管連青年部理事）

ＰＲする名古屋市青年部

集合写真
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